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1. エグゼクティブサマリー 
20 26 年 2 月 10 日（現地時間）、米 OpenAI は同社のフラッグシップ AI プラットフォームで

ある ChatGPT に対し、サービス開始以来、最も戦略的かつ機能的な変革をもたらすアップデ

ートを実施した。本アップデートの中核は、自律型調査エージェント機能である「Deep 
Research」の基盤モデルを、従来の試験的な推論モデル（o3/o4-mini）から、最新のプロダク

ションレディモデルである「GPT-5.2」へと完全移行させた点にある 1。 

この移行は単なる演算性能の向上にとどまらず、生成 AI が単発的な「対話（Chat）」を行う

フェーズから、長時間にわたる複雑なタスクを遂行する「エージェント（Agent）」へと進化

する過程における決定的な転換点を示唆している。GPT-5.2 は、40 万トークンという広大な

コンテキストウィンドウと、最大 12 万トークンの出力能力を有し、数千ページに及ぶ資料の

読み込みと、それを踏まえた統合的なレポート生成を可能にした 1。 

機能面では、ユーザーからの長年の要望であった「調査対象の制御（Targe ted Search）」が

実装されたことが特筆される。ユーザーは特定の Web サイトドメインや、接続されたサード

パーティアプリ（Google  Drive、GitHub、HubSpot など）を明示的に調査ソースとして指定可

能となり、情報の信頼性と関連性が飛躍的に向上した 3。また、これまでブラックボックス化

していた調査プロセスを可視化する「リアルタイム検索ビューア」の導入により、ユーザーは

AI の思考プロセスを監視し、必要に応じて軌道修正を行うことが可能となった 1。 

本機能は同日より「Plus」および「Pro」ユーザー向けに展開が開始され、「Free」および新設

された低価格プラン「ChatGPT Go」ユーザーへも近日中に提供される計画である 1。本報告書



では、これらの技術的仕様、ユーザー体験の変化、市場への影響、そして「GPT-5.2」がもた

らすプロフェッショナルワークの変革について、提供された膨大なリサーチ資料に基づき、網

羅的かつ詳細に分析を行う。 

2. 基盤モデル「GPT-5.2」の技術的解剖と進化 
今回のアップデートの最大の原動力は、Deep Research のエンジンとして採用された「GPT-
5.2」である。20 25 年 12 月に初期リリースされたこのモデルは、今回の Deep Research への

統合に合わせて最適化され、実運用環境における安定性、推論能力、そしてコンテキスト管理

能力が大幅に強化されている 1。 

2.1 GPT-5.2 ファミリーの階層的アーキテクチャ 
GPT-5.2 は単一のモデルではなく、用途と計算コストに応じた 3 つの異なるモード（バリアン

ト）で構成される「モデルファミリー」として設計されている。Deep Research は、タスクの

複雑性やユーザーの契約プランに応じてこれらを動的に使い分ける、あるいはユーザーの指定

により特定のモードで動作する 1。 

2.1.1 GPT-5.2 Instant （インスタント） 

低遅延かつ高スループットに最適化された軽量モデルである。従来の GPT-4o mini などの後継

に位置づけられるが、その性能は大幅に向上している。Deep Research においては、ユーザー

の初期プロンプトの意図解釈、調査計画の立案、あるいは膨大な検索結果の一次スクリーニン

グなど、推論の深さよりも速度と処理量が重視されるフェーズでバックグラウンド的に機能す

る。また、日常的なタスクにおいては、人間が気づかないレベルでの高速な思考を行い、即応

性の高い回答を提供する 7。 

2.1.2 GPT-5.2 Thinking （シンキング） 

複雑な論理推論と計画能力を持つ、GPT-5.2 ファミリーの中核をなすモデルである。Google
の Gemini 3 Pro や Anthropic の Claude  Opus 4.5 と直接競合する性能を有し、Deep 
Research においては、複数の情報源からの情報の統合、矛盾の解消、多段階の推論プロセス

を実行する「実働部隊」として機能する 1。特筆すべきは、従来のモデルと比較して、幻覚（ハ

ルシネーション）の発生率が約 30 %〜38%低減されている点であり、事実に基づいたレポート

作成能力が飛躍的に高まっている 1。 

2.1.3 GPT-5.2 Pro（プロ） 

「xhigh（エクストラ・ハイ）」と呼ばれる最高レベルの推論努力設定が可能な、最上位モデル

である 2。計算リソースを惜しみなく投入し、時間をかけて「深く考える」ことに特化してい

る。数学的証明、高度なソフトウェアアーキテクチャの設計、複雑な法的文書のクロスリファ



レンスなど、ミスが許されない高難度タスク向けに設計されている。Deep Research において

は、ユーザーが「Pro」モードを選択した場合、またはタスクが極めて高度であり、長時間の

思考が必要であるとシステムが判断した場合に起動する。このモデルは、数千ページに及ぶ資

料を読み込み、数十分を要するような深い調査において、その真価を発揮する 1。 

2.2 コンテキストウィンドウと「Compaction （圧縮）」技術 
GPT-5.2 の技術的ブレイクスルーの一つが、コンテキスト管理能力の劇的な向上である。これ

は、長時間の調査タスクを遂行するエージェントにとって不可欠な要素である。 

● 400,000 トークン入力: GPT-5.2 は約 300〜400 ページ分のテキストを一度に入力可能

な 40 万トークンのコンテキストウィンドウを持つ 2。これにより、企業内部の膨大なマ

ニュアル、過去数年分の財務諸表、または複数の学術論文を前提知識として Deep 
Research に与えることが可能になった。 

● 128,000 トークン出力: 以前のモデル（最大 4k〜16k 程度）とは比較にならない 12 万ト

ークンの長文生成が可能である 2。これにより、断片的な回答ではなく、完結した長大な

調査レポートや、完全なコードベースの生成が実現した。 
● Context Compaction （コンテキスト圧縮）: 長期的なタスク遂行において、過去の推論

過程や重要度が低い情報を自動的に「圧縮」し、重要なコンテキストのみを保持する新機

能が API レベルで導入された 9。従来、長時間のセッションではトークン制限により初期

の指示を忘れる「忘却」が問題となっていたが、この Compaction 技術により、24 時間

以上に及ぶような連続的なコーディングや調査セッションでも、モデルが当初の目的と文

脈を維持し続けることが可能となった。これは、エージェント型 AI の実用化における最

大の障壁の一つを取り除く技術的進歩である。 

2.3 ベンチマークによる性能評価：実務能力の証明 
GPT-5.2 は、従来の学術的なベンチマークだけでなく、「実務的な知識労働（Professional 
Knowledge Work）」における性能評価で圧倒的な結果を示している。 

● GDPval (Gross Domestic Product Validation):  実際の経済活動における業務タスク（ス

プレッドシート作成、契約書レビュー、マーケティング資料作成など）を模したベンチマ

ークにおいて、GPT-5.2 Thinking は人間の専門家に対し**70.9%の勝率（または引き分

け）**を記録した 13。さらに GPT-5.2 Pro は 74.1%に達しており、これは AI が補助ツール

を超え、多くのタスクにおいて人間の専門家と同等以上の成果物を作成できることを統計

的に証明している。 
● SWE- Bench Pro:  ソフトウェアエンジニアリング能力を測るテストにおいて、55.6%のス

コアを記録し、新たな State-of - the-Art（SOTA）を樹立した 14。これは単なるコード生成

ではなく、バグ修正や機能追加といった一連のエンジニアリングプロセスを完遂する能力

を示している。 
● ARC- AGI- 2: 抽象的な推論能力、つまり未知のパターンを認識し解決する「流動性知能」



を測るテストにおいて、GPT-5.2 Pro は 54.2%を記録した 13。競合する Claude  Opus 4.5
（37.6%）や Gemini 3 Pro（31.1%）を大きく引き離しており、未知の課題に対する適応力

が極めて高いことを示している。 

 

 
 

3. Deep Research 2.0 ：機能仕様とユーザーエクスペリ

エンスの刷新 
20 25 年に初期導入された Deep Research は、広範な Web クローリングを行う自律エージェ

ントとして登場したが、「制御不能」「時間がかかりすぎる」「ソースが不明瞭」といった課

題を抱えていた。今回のアップデートは、これらの課題に対する直接的な回答であり、ツール



を「実験的なプロトタイプ」から「プロフェッショナルな業務ツール」へと昇華させるもので

ある。 

3.1 ターゲット検索：広範な探索から精密な調査へ 
これまでの Deep Research は、ユーザーのクエリに対して AI が自律的に検索キーワードを生

成し、インターネット全体から情報を収集していた。しかし、このアプローチには「信頼性の

低いブログや掲示板の情報を拾ってしまう」「特定の競合他社の情報だけを集めたい場合に非

効率」という欠点があった。今回のアップデートで追加された**「ターゲット検索機能

（Targe ted Website  Search）」**は、このパラダイムを根本から変えるものである。 

● 特定のドメイン指定: ユーザーは「site:nasa.gov の中だけで火星探査の予算推移を調べ

て」といったように、調査対象とする Web サイトやドメインを明示的に指定できるよう

になった 1。これにより、政府機関の公式サイトや信頼できる報道機関、特定の企業の IR
ページなどに調査範囲を限定し、ノイズを排除した高精度な調査が可能となる。 

● アプリ接続（App Connections ）: ChatGPT に接続されたサードパーティアプリケーシ

ョンを調査対象として指定可能になった 4。これは、外部の公開情報だけでなく、ユーザ

ーが所有するプライベートなデータ資産も調査対象に含めることができることを意味す

る。例えば、Google Drive 内の社内規定文書、GitHub リポジトリ内のコードベース、あ

るいは HubSpot 内の顧客データなどを対象に、Deep Research の強力な推論能力を適用

できる。これは、企業内検索（Enterprise Search）と AI エージェントの融合における重

要なステップである 3。 

3.2 リアルタイム検索ビューア：ブラックボックスの解消 
Deep Research の処理には、タスクの複雑さに応じて 5 分から 30 分程度の時間を要する場合

がある 1。従来は、処理中に「進行中」のインジケーターが表示されるのみで、AI が具体的に

何をしているのか、間違った方向に進んでいないかは、最終レポートが出るまで不明であっ

た。新設された**「検索進行状況ビューア（Search Progress Viewer）」**は、この不透明性

を解消する。 

● プロセスの可視化: 画面サイドバー、または専用のビューアウィンドウで、AI が現在実行

している検索クエリ、アクセスしている URL、そこから抽出した情報の断片がリアルタイ

ムでストリーミング表示される 1。ユーザーは「今、AI が何を探しているか」を逐次把握

できる。 
● 介入と制御（Interruption & Refinement ）: 最も重要な改良点として、ユーザーはこのビ

ューアを通じて、AI が的外れな検索を行っていると判断した場合、処理を**中断

（Interrupt ）**し、軌道修正のための追加指示を与えたり、新たなソースを提示したりす

ることができるようになった 3。これは「Human- in- the- loop（人間がループに介在す

る）」アプローチの実装であり、AI の自律性と人間の監督権限のバランスを取る重要な機

能である。 



3.3 フルスクリーンレポートと出典管理 
生成されたレポートの閲覧体験も刷新された。チャットストリーム内の狭い枠内ではなく、フ

ルスクリーンモードでレポートが表示されるようになった。 

● 構造化された閲覧: 画面左側には目次（Table of Contents ）が表示され、長大なレポート

の各セクションへ瞬時にジャンプできる 5。 
● インタラクティブな引用: 画面右側には引用元（Sources）のリストが常時表示され、本文

中の注釈をクリックすると、即座に該当するソース情報がハイライトされる。これによ

り、情報の裏取り（ファクトチェック）が格段に容易になった。 
● エクスポート: 完成したレポートは PDF や Word（DOCX）形式でダウンロード可能であ

り、そのまま業務資料として利用できる品質を目指している 3。 

 

 
 

4. 相互運用性と拡張性：Model Context Protocol (MCP) 



の役割 
Deep Research の「アプリ接続」機能を支える技術的基盤として、Model Context Protocol 
(MCP)  の存在は無視できない。OpenAI は、Anthropic が提唱しオープンソース化したこの標

準プロトコルを採用することで、ChatGPT を単なるチャットボットから、あらゆる外部データ

ソースと接続可能な「プラットフォーム」へと進化させている 17。 

4.1 MCP の概要と「USB-C for AI 」としての役割 
MCP は、AI モデルと外部データソース（サーバー）間の通信を標準化するプロトコルであ

る。従来、AI モデルごとに個別の API 連携（Custom Actions など）を開発する必要があった

が、MCP により「一度コネクタを作れば、ChatGPT でも Claude でも同じように接続でき

る」という相互運用性が実現した。これは AI における「USB-C」のようなユニバーサルな規

格として機能する 17。 

4.2 Deep Research における MCP の実装 
Deep Research がサードパーティアプリ内の情報を検索できるのは、この MCP を通じてアプ

リ側がデータを提供しているからである。具体的には、MCP サーバー側で search（検索）と

fetch （取得）という 2 つの基本的なツール定義を実装することで、Deep Research エージェ

ントは自動的にそのアプリ内のデータを探索する方法を理解する 21。 

● Search ツール: エージェントが自然言語や構造化クエリでアプリ内を検索し、関連するリ

ソースのリスト（ID、タイトル、URL）を取得する。 
● Fetch ツール: 検索で見つけたリソースの ID を使用し、その詳細な内容（全文テキスト）

を取得して分析する。 

この仕組みにより、開発者は複雑なカスタムコードを書くことなく、自社の SaaS や社内デー

タベースを ChatGPT の Deep Research に対応させることが可能となる。2026 年 2 月時点

で、GitHub、Slack、Google Drive、PostgreSQL など、主要なプラットフォームに対応した

MCP サーバーがすでに利用可能となっている 22。 

5. 経済圏とアクセス戦略：新サブスクリプション体系と

広告モデル 
今回のアップデートは、OpenAI のビジネスモデルにおける階層化をより鮮明にするものであ

る。Deep Research のような計算コストの高い高度な機能は、上位プランへの誘導装置として

機能しつつ、底辺を拡大するための低価格プランも同時に導入されている。 



5.1 各プランにおける利用可能性と差別化 
2026 年 2 月時点での ChatGPT プラン構成と、Deep Research へのアクセス権は以下の通り

である 24。 

プラン名 月額料金 
(米国) 

Deep 
Research  

使用モデル 広告表示 ターゲット

層 

Free $0  限定的 
(Lightweigh
t) 

GPT-5.2 
Instant (制
限あり) 

あり (テス

ト中) 
一般ユーザ

ー 

ChatGPT 
Go 

$8 限定的 
(Lightweigh
t) 

GPT-5.2 
Instant (無
制限*) 

あり (テス

ト中) 
ライトユー

ザー、学生 

Plus $20  フル機能 
(制限あり) 

GPT-5.2 
Thinking / 
Legacy 

なし 個人プロフ

ェッショナ

ル 

Pro $200  フル機能 
(高頻度) 

GPT-5.2 
Pro / 
Thinking 

なし ヘビーユー

ザー、研究

者 

● Free / Go:  これらのプランでは、Deep Research の軽量版が限定的に提供される予定であ

る。2 月 10 日の時点ではまだ展開されていないが、「近日中（coming days）」に提供さ

れる計画となっている 1。また、特筆すべき点として、これらのプランでは米国で広告の

テスト運用が開始されている 25。広告はチャットの回答の下部に表示され、ユーザーの対

話内容に関連したスポンサーリンクが表示される形式となる。 
● Plus:  月額 20 ドルの標準的な有料プラン。Deep Research のフル機能にアクセスできる

が、月間の利用回数には制限（例：月数十回程度）が設けられていると推測される。ま

た、Sora（動画生成）へのアクセスも含まれる 27。 
● Pro:  月額 200 ドルのハイエンドプラン。ここで初めて、計算資源を大量に消費する

「GPT-5.2 Pro」モードや、Deep Research の高頻度利用が可能となる。Pro ユーザー

は、Deep Research の利用枠が Plus ユーザーよりも大幅に多く（月 100 回以上など）設

定されており、コンテキストウィンドウも最大（128k 出力/400k 入力）を活用できる 28。 



5.2 「ChatGPT Go」の戦略的意義 
新たにグローバル展開（米国含む）が開始された月額 8 ドルの「ChatGPT Go」プランは、無

料ユーザーと Plus ユーザーの中間層を取り込むための戦略的配置である。GPT-5.2 Instant へ

の無制限アクセスや、画像生成・ファイルアップロードの制限緩和を提供する一方で、Deep 
Research のような高度な推論機能や Sora へのアクセスは制限されている 24。また、有料プラ

ンでありながら広告が表示される可能性がある点は、動画ストリーミングサービスの「広告付

きベーシックプラン」と同様のモデルを採用し、収益源を多角化しようとする OpenAI の意図

を示している。 

6. 競合環境における位置づけ：AI エージェント戦争 
Deep Research のアップデートは、激化する「AI エージェント戦争」の中での一手である。

特に Google と Anthropic との競争において、それぞれの強みが明確化しつつある。 

6.1 vs. Google Gemini Deep Research  
Google の Gemini 3 Pro を搭載した Deep Research エージェントは、Google 検索インデック

スとの密接な統合と、最大 20 0 万トークンという圧倒的なコンテキストウィンドウを強みとし

ている 30。 

● Google の強み: マルチモーダル処理（動画や音声の解析）と、広大な Web 空間からの情

報収集能力（量）。また、Google Workspace（Docs, Gmail）とのネイティブな統合。 
● OpenAI の強み: GPT-5.2 による論理的推論の深さと、今回のアップデートで強化された

「ユーザーによる制御性（ターゲット指定・介入）」の精密さ（質）。特に、Web 検索

だけでなく MCP 経由で多様な外部アプリと繋がる「コネクティビティ」で差別化を図っ

ている。 

6.2 vs. Anthropic Claude Opus 4.6  
Anthropic の Claude Opus 4.6 は、コーディングや複雑なエージェントタスクにおいて高い評

価を得ており、特に「Computer Use（コンピュータ操作）」機能によって、ブラウザ操作だ

けでなく実際の PC 画面操作を行う能力で先行している 32。 

● Anthropic の強み: 安全性と、自律的なコーディング・開発タスクの遂行能力。特に

SWE-Bench などのコーディング指標で OpenAI と拮抗またはリードしている。 
● OpenAI の強み: Deep Research による「調査・報告」という特定業務フローへの最適

化。Claude が汎用的なエージェントであるのに対し、Deep Research はリサーチタスク

に特化した UI/UX（ソース表示、レポート生成）を提供することで、ビジネスユーザーの

実用性を高めている。 



7. プロフェッショナルワークへの影響と課題 
GPT-5.2 と Deep Research の進化は、ホワイトカラーの業務プロセスに不可逆的な変化をも

たらしつつある。 

7.1 「調査」から「判断」へのシフト 
これまでのナレッジワーカーは、情報の「収集」と「整理」に多くの時間を費やしていた。

Deep Research は、この「下準備（Grunt work）」を自動化し、人間が「意思決定」や「戦略

立案」に集中できる環境を提供する。OpenAI 幹部は、現在の Deep Research がすでに経済的

に価値のある知識労働の数パーセントを代替可能であると示唆している 1。例えば、市場調査、

競合分析、技術動向のサーベイといったタスクは、数時間から数日かかっていたものが数十分

で完了するようになり、人間の役割は「生成されたレポートの検証と、それに基づく判断」へ

とシフトする。 

7.2 信頼性と「ロボット化」する人格 
GPT-5.2 への移行に伴い、モデルの出力がより「企業的（Corporate ）」で「ロボット的」に

なったというフィードバックがある 1。これは、企業の取締役会でそのまま使えるような厳格な

レポート作成を優先した結果、以前のモデル（GPT-4 など）にあった会話の柔軟性や温かみが

意図的に抑制されたことを意味する。企業クライアントにとっては、ハルシネーションが減

り、フォーマットに従順な AI は歓迎すべき変化だが、カジュアルなユーザーやクリエイティブ

な用途には「堅苦しい」「融通が利かない」と感じられる可能性がある。 

7.3 エラーの複合化（Error Compounding ）のリスク 
自律エージェント特有のリスクとして、初期段階での小さな誤認が、その後の多段階の推論プ

ロセスを通じて増幅され、最終的にもっともらしいが完全に誤った結論（巨大なハルシネーシ

ョン）を導き出す「エラーの複合化」がある。特に「Pro」モードでは、AI がデータを過剰に

分析し、存在しない関連性を見出してしまうリスクが指摘されている 1。今回導入されたリアル

タイムビューアによるユーザーの監視機能は、このリスクを軽減するための重要な安全弁であ

るが、ユーザーには AI の挙動を監視・評価できるだけの専門知識がこれまで以上に求められる

ことになる。 

8. 結論 
2026 年 2 月 10 日の Deep Research アップデートは、生成 AI が「チャットボット」という

枠組みを超え、特定の業務プロセスを完遂する「専門家エージェント」へと進化するための重



要なマイルストーンである。GPT-5.2 という強力な推論エンジンの採用、ターゲット検索によ

る制御性の向上、そして MCP による外部アプリとの連携は、AI を実務で利用する際の信頼性

と有用性を大きく高めるものである。 

一方で、月額 20 0 ドルの Pro プランの存在や、広告付きの Go プランの導入は、AI の高度な

恩恵を享受できる層とそうでない層の間に「AI 格差」を生む可能性も示唆している。企業やプ

ロフェッショナルは、この新しいツールを業務フローに組み込むと同時に、AI の出力結果を盲

信するのではなく、新設されたツール（ソース表示やプロセス可視化）を駆使して「監督者」

としての役割を果たすことが、これまで以上に求められることになるだろう。 
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